
シミュレーターを用いた応力解析
－ 圧入ユニットの変形対策 －

活用例 2-3

R4.4

●汎用シミュレーションシステム

（ANSYS Mechanical、CFD、HFSS）

利用方法 主な項目

設備使用 汎用シミュレーションシステム

＊料金は別途料金表をご確認ください。

使用するソフトウェア

樹脂ブッシュに金属ピンを圧入す
るユニットを試作したのですが、
うまく圧入できませんでした。

想定外にユニットが変形したかも
しれません。応力解析で、不具合
の原因を探ってみましょう。

解析結果をもとに再設計・試作し
たら、スムーズに圧入できました。

フレームの補強で、変形を抑えるこ
とができそうですね。

調査手順のイメージ

製品で発生している問題の原因究明、試作

前の製品性能の評価などをシミュレーショ

ンすることで事前に検討・検証することが

できます。

※横方向の
変形許容値

20mm

最大変位：3µm

容易に圧入可能

【改善①】

【応力解析結果】

【改善②】【当初】

最大変位：24µm

横にずれて圧入できない

最大変位：18µm

改善したが許容値に近い

圧入

変形小変形大

×

（変位量 320倍表示）

【圧入装置の3Dモデル】

変形中

背面リブ拡大 アングルに
リブ追加

圧入 圧入
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